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（順
不
同
・敬
称
略
） 

 

【上
市
町
長
感
謝
状
】 

▽
篤
志
寄
附
者
の
部 

蓮
本
美
喜
子
（
鍵
町
） 

吉
田 

正
就
（
正
印
） 

 【上
市
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
】 

▽
社
会
福
祉
団
体
の
部 

上
市
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会 

 

▽
社
会
福
祉
功
労
者
の
部 

宮
内 

敬
文
（上
市
町
身
体
障
害
者
協
会
） 

原 
 
 

教
守
（上
市
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

） 

広
島 

初
枝
（上
市
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

） 

片
井 

 

勝 

（南
加
積
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

） 

在
原 

秀
子
（上
市
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

） 

金
盛
恵
美
子
（
ほ
ほ
え
み
の
会
） 

斉
藤 

典
子
（上
市
町
赤
十
字
奉
仕
団
） 

武
田 

昭
子
(故)
（上
市
元
気
シ
ニ
ア
の
会
） 

堀
田 

行
雄
（上
市
太
極
拳
同
好
会
） 

松
井
あ
き
子
（琴
上
会
） 

小
川 

友
子
（結
婚
相
談
員
） 

酒
井 

 

豊
(故)
（上
市
町
身
体
障
害
者
協
会
） 

 【上
市
町
善
意
銀
行
理
事
長
感
謝
状
】 

▽
篤
志
寄
附
者
の
部 

中
川 

幸
子
（
中
青
出
） 

７
月
31

日
、
第
40

回
上
市
町
社
会
福
祉
大

会
を
北
ア
ル
プ
ス
文
化
セ
ン
タ
ー
で
福
祉
関
係
者

ら
約
400
名
が
出
席
し
開
催
し
ま
し
た
。 

伊
東
町
長
、
奥
井
社
協
会
長
の
挨
拶
の
後
、

伊
東
町
長
か
ら
篤
志
寄
付
者
へ
の
感
謝
状
の
贈

呈
、
奥
井
会
長
か
ら
は
、
社
会
福
祉
功
労
者
の

表
彰
や
篤
志
寄
付
者
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
（
下

記
に
表
示
）
が
あ
り
ま
し
た
。 

次
に
、
今
年
め
で
た
く
結
婚
50

年
を
迎
え
る

26

組
の
夫
婦
に
伊
東
町
長
か
ら
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
た
後
、
勝
戸
議
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

大
会
宣
言
で
は
、
昨
年
完
成
し
た
第
二
次
町

地
域
福
祉
活
動
計
画
に
基
づ
い
て
、
『
地
域
を

支
え
る
「
福
祉
の
人(

組
織)

づ
く
り
」
』
『
自
立
を

支
え
る
「
福
祉
の
ま
ち
（
環
境
）
づ
く
り
」
』
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
子
育
て
サ
ロ
ン
や
ふ
れ
あ
い
ケ
ア
ネ
ッ

ト
活
動
の
強
化
な
ど
６
つ
の
決
議
も
採
択
し
ま

し
た
。 

 

記
念
講
演
で
は
、
金
城
大
学
学
長
奈
良
勲
氏

が
「
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要
性
～
長
寿
社
会
を
満
喫
す
る
た
め
に

～
」
と
題
し
て
、
何
歳
に
な
っ
て
も
向
学
心
・
向

上
心
を
持
ち
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て

お
話
い
た
だ
い
た
後
、
参
加
者
と
共
に
軽
体
操

を
行
い
会
場
は
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 

新
町
制
60
周
年
記
念
事
業 

第
40
回
上
市
町
社
会
福
祉
大
会 

http://www.tam.ne.jp/hearty/
mailto:hearty@circus.ocn.ne.jp


 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日目 
（町保健福祉総合センター ２階コミュニティプラザ） 
 

★班作り・諸連絡 

ボランティアスクール開校式 

・奥井上市町社協会長挨拶 

・藤岳上市町校長会長激励の言葉 
 

★講義 「ボランティア活動について」 

講師 常楽園  

統括主任生活相談員 小野 裕 氏 
 

（小中高生・障がい者の皆さんと合流） 

 

★町内施設の紹介 

（四ツ葉園、ワークハウス剱、むつみの里） 

★ふれあいタイム 

・旗作り 

・じゃんけん列車 

・一つの大きな輪になり上市音頭を皆で踊る 
 

★合唱「Believe」「ひとりの手」の練習 

伴奏 藤縄 祐樹 氏（ワークハウス剱） 
 

★各班リーダー・コーディネーターミーティング 

 『ふれあいウォーキングでの交流について』 

 ボランティア連絡協議会会長 枡田 諧三 氏 

 

 

７
月
25
日
、
26
日
の
二
日
間
に
亘
り

小
中
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
は
夏
期
休

み
を
利
用
し
て
、
小
中
高
生
・
障
が
い
児

者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
ふ
れ
あ
う
事
を

目
的
に
平
成
16
年
よ
り
開
催
し
て
い
ま

す
。 

 

今
年
度
の
参
加
者
は
小
中
高
生
49
名

名
、
障
害
者
35
名
、
民
生
委
員
児
童
委

員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
福
祉
関
係
者
ら

総
勢

150

名
以
上
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。 

 

参
加
し
た
児
童
生
徒
は
、
２
日
間
の
ふ

れ
あ
い
活
動
を
通
し
、
互
い
の
違
い
を
知

り
認
め
合
う
こ
と
で
、
お
互
い
を
尊
重
し

合
い
支
え
合
う
事
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。 

△藤岳上市町校長会長激励の言葉 

△「ボランティア活動について」講義 

△一つの輪になり皆で上市音頭を踊る 

△合唱『Believe』『ひとりの手』の練習 

△伴奏 藤縄 祐樹氏（ワークハウス剱） 

△リーダー・コーディネーターミーティング 
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２日目 
（立山寺～丸山総合公園） 
 

★開会式、日程説明（立山寺） 

 ・開会の挨拶 

  四ツ葉園 施設長 牧野 武 氏 

 ・立山寺住職 真田 光道 氏より激励の言葉 
 

★ふれあいウォーキング 

・チーム毎に分かれて、丸山総合公園までオリエンテーリング 

 （合計 10 か所に設置されたクイズを皆で解きながら 

立山寺から丸山総合公園まで 1.7km のウォーキング) 
 

★丸山総合公園へゴール 

 ・班ごとに記念撮影 

 ・スイカ割り 

 ・皆で協力してベーベキューの炭おこし 

 ・ボランティアさんの作ってくださったそうめんを食べる 
 

★閉会式 

 ・前日練習した「Ｂｅｌｉｅｖｅ」「ひとりの手」を合唱 

 ・表彰式 

 ・閉会の言葉  

  むつみの里 統括施設長 碓井 裕子 氏 

★ボランティアスクール閉校式（上市町保健福祉総合センター） 

参
加
し
た
児
童
生
徒
の
感
想 

 

・
障
が
い
者
の
方
々
と
一
緒
に
ク
イ
ズ
を
考

え
た
り
し
て
楽
し
か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
人
と

仲
良
く
な
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
（
上
市
中
央

小
学
校
５
年
） 

 

・
勇
気
を
出
し
て
班
の
人
に
話
し
て
み
る
と
、

仲
良
く
な
れ
た
の
で
嬉
し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら

も
い
ろ
ん
な
人
と
交
流
で
き
る
活
動
に
参
加

し
て
み
た
い
。
（陽
南
小
学
校
５
年
） 

 

・
こ
う
い
う
交
流
が
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ら
今
後
も
参
加
し
て
み
た
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
書
い
て
あ
っ
た
け
ど
逆
に
楽
し
ま
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
（
上
市
中
学
校
３
年
） 

 

・
手
を
つ
な
い
で
歩
い
た
人
と
た
く
さ
ん
お
話

が
出
来
て
良
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
で
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

き
た
い
で
す
。
（
上
市
中
学
校
３
年
） 

△立山寺住職 真田 光道 氏より激励の言葉 

△班ごとにスイカ割り           △皆で協力して炭をおこしてベーベキュー     △閉会式 

△チーム毎に分かれて、丸山総合公園まで 

オリエンテーリング 
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 毎年恒例となっている、児童と高齢者の「ふれあい

ラジオ体操」が今年も各町内会で行われ、朝から各

地で元気な挨拶が交わされています。 

 今年のＮＥＴ３の取材は南加積地区の南加積会館

で行われました。当日はあいにくの雨に見舞われまし

たが、朝から 50 名近くの参加者が南加積会館に集

まり、元気に挨拶を交わし、ラジオ体操に取り組みま

した。 

 平成 16 年度から始まったこの活動は地域の夏の

風物詩となり、地域に根差した朝のミニサロンとなって

います。 

 

柿
沢
地
区
社
協
は
高
齢
化
率
が
三
十
五
％
と
高
い

地
域
で
、
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
が
増
加
し
て

い
る
地
区
で
す
。
し
か
し
、
若
年
世
帯
定
住
促
進
事
業

と
し
て
陽
南
町
営
住
宅
が
完
成
し
た
こ
と
は
高
齢
化

率
の
上
昇
を
抑
え
て
い
ま
す
。 

 

柿
沢
社
協
の
活
動
と
し
て
は
、
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ

ロ
ン
を
七
地
区
で
年
間
十
二
回
の
開
催
を
行
っ
て
い
ま

す
。
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
え
て
、
健
康
相
談

や
健
康
講
話
、
健
康
体
操
を
行
い
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
民
謡
、
童
謡
、
ゲ
ー
ム
、
柿
沢
保
育
所
児
の
踊
り
や

歌
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
昼
食
に
は
お
弁
当
と
地

区
の
方
の
協
力
で
味
噌
汁
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
す
。 

ケ
ア
ネ
ッ
ト
活
動
は
平
成
十
六
年
よ
り
地
区
の
皆

様
の
ご
協
力
で
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。
現
在
の

活
動
は
見
守
り
活
動
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

度
の
対
象
者
は
十
七
名
で
ケ
ア
ネ
ッ
ト
推
進
員
は
二

十
名
、
活
動
回
数
は
千
五
百
回
を
超
え
て
い
ま
す
。
日

頃
の
活
動
、
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

今
年
度
は
特
に
「
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
捜
索

模
擬
訓
練
」
を
柿
沢
地
内
で
行
い
ま
し
た
。
事
前
研
修

と
し
て
認
知
症
の
症
状
、
予
防
、
治
療
や
対
応
の
仕
方

に
つ
い
て
研
修
会
も
開
催
し
な
が
ら
実
施
を
し
ま
し

た
。
多
く
の
参
加
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

今
後
、
益
々
地
域
の
福
祉
へ
の
協
力
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

いきいきサロンに地元 
民謡グループが生出演 

徘徊ＳＯＳネットワーク 
捜索実地訓練の様子 

会
長 

 

松
谷 

英
真 

氏 

 

去る７月８日立山町五百石地区社会福祉協議会よ

り、２４名の方が認知症 SOS みまもりネットワーク事業や

地域福祉活動計画での地区社協の取り組みについて

視察・交流にみえました。 

上市町からは宮川地区社協を中心に１４名が参加し

交流を深めました。奥井町社協会長挨拶のあと、宮川

地区社協酒井悦雄会長と町地域包括支援センタ木本

主任から、１昨年若杉で行った「認知症はいかい SOS

見守りネットワーク模擬訓練」について報告されました。

酒井会長からは、「認知症を隠したい人もいる」「認知症

になっても恥ずかしくないんだよという勉強会を開けば

よい」と話されました。橋本美年子事務局長からは、地

区社協でのケアネット活動状況について事例を交えて

説明があり、「意外と認知症の人でも近所で見守ってい

る」など成果や課題についても話され熱い意見が交わさ

れました。 

五百石地区社協さんは大岩で昼食をとられたあと、立

山寺を見学されるなど上市町を満喫されました。 

 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
５

３ 

 みんなのまちのために 

使われます 

あなたが 

募金したお金は 

まちが良くなると 

あなたも少しハッピーに 

４，０１０円（社会福祉事業へ） 

匿   名   様 

ご寄付ありがとうございます。 

お寄せいただいた浄財は地域の福祉の活動に

充てさせていただきます。 

 

 今年も 10 月１日より赤い羽根共同募金が全国一

斉に始まります。 

 集まった共同募金のお金の７０％が「じぶんの町を

よくするしくみ」として町内の高齢・障がい・児童・等

の活動をしている団体への活動資金として使われて

います。 

今年も皆様のご協力よろしくお願いします。 

「東日本大震災義援金」は皆様のおかげをもちまし

て、平成 25 年８月 15 日現在で 10,175,623 円集ま

りました。 

この義援金は中央共同募金会を通し、被災され

た各県の住民へのお見舞金やボランティアセンタ

ーの立ち上げ、被災地支援団体への助成金として

使わせていただいております。 

なお、この義援金活動は平成 26 年３月 31 日ま

で続けられますので、引き続き皆様の温かいご協

力をお願いいたします。 
（敬称略） 

年度別 金額（単位：円） 

平成 22 年度 5,340,978 

平成 23 年度 3,975,433 

平成 24 年度(下記未紹介分含) 842,103 

(平成 24 年度寄付者未紹介分） 

ワークハウス剱 500 

榊原 敏雄 300,000 

池田 一美 500 

南加積小学校児童会 1,877 

平成 25 年度 

社会福祉大会(募金箱) 
17,109 

合 計 10,175,623 

 

認知症高齢者、知的・精神障がいなどで、判断能力が不

十分な方を対象に、福祉サービスの利用手続きの援助、日

常的な金銭管理、書類等の預かりサービスを行い、地域の

中で安心して生活が送れるように支援いたします。 

1. 定期訪問・金銭管理サービス 1 回につき1,000円（手

数料 1 ヶ月３００円） 

2. 大切な書類等のお預かり 1 ヶ月につき５００円 

※相談・調査、支援計画策定にかかる費用は無料です。 

生活保護を受けている方は、定期訪問・金銭管理サー

ビス利用料が免除、市町村民税非課税世帯・非課税者等

の方は、半額を免除します。 

 

日常生活支援サービスの利用手続き等により実際

に利用者のお手伝いをする生活支援員を募集してい

ます。(手当として１回 1,000 円の謝金をお支払し

ます。) 
 

 

【生活支援員応募資格】 
◆20歳以上の方 

◆ボランティア活動や福祉活動に興味を持ち、 

社会福祉協議会と協力して支援に取組んでく 

ださる方。（民生委員、ホームヘルパーを除く） 

◆平日週 1回以上の活動が可能な方 

◆県社会福祉協議会が指定する生活支援員養 

成研修（2回）を受講可能な方 
 

【お問い合わせ先】 
社会福

祉法人上市町社会福祉協議会 

℡ 076-473-9300  
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※法律相談は予約が必要です。 

※相談料は無料です。 

ご予約、お問い合わせは 

社会福祉法人上市町社会福祉協議会 

上市町ボランティアセンター 

TEL・473-9300 FAX・473-9388 

E-mail hearty@circus.ocn.ne.jp 

 

９月 ２日(月)・20 日(金) 

10 月 ２日(水)・16 日(水) 

11 月 １日(金)・20 日(水) 

 

相談種別 ９月 １０月 １１月 時 間 相談員 相談内容 

法律相談 10 日(火) ８日(火) 12 日(火) ９:00～11:00 弁護士 
遺産相続、土地家屋、賠償問

題等法律に関する相談 

結婚相談 
10 日(火) 

24 日(火) 

８日(火) 

22 日(火) 

12 日(火) 

26 日(火) 
13:00～16:00 結婚相談員 結婚に関する相談 

心配ごと相談 18 日(水) 16 日(水) 20 日(水) 13:00～1５:00 
民生児童委員 

中部厚生ｾﾝﾀｰ相談員 

日常生活に関する心配、 

悩みごとに関する相談 

介護相談 

月曜日～金曜日 8:30～17:15 

社会福祉士 

介護支援専門員 

福祉サービスの利用、介護

の仕方、介護用品等の相談 

生活福祉資金 

貸 付 相 談 

社会福祉士 

常勤職員 

生活福祉資金貸付に関する

相談 

ボランティア相談 
ボランティア 

コーディネーター 
ボランティアに関する相談 

 

 

 

 

利用日：毎週月～金曜日  午前９時～午後４時 

（年末・年始・お盆・祝祭日を除く） 
 

場 所：上市中央小学校 

東側教室（上市町横法音寺１） 
 

対象者：概ね６５歳以上の方 

(要支援・要介護保険認定者を除く) 
 

内 容：健康チェック・レクリエーション  

子供とのふれあい活動  

介護予防教室・趣味教室 

バスハイク 等 
 

利用料金：１日７００円 
 

送 迎：原則として各自でお願いいたしますが、 

希望者には運転ボランティアが 

送迎いたします。 
 

町内の障がい者、ボランティア、福祉関係者、住民

等が一堂に会し、ふれあい体験活動をとおして、日ご

ろ見失いがちな『心と心のつながり』を確認しあうことを

目的とした福祉のお祭りです！ 
 

日 時 平成２５年１０月１２日(土)午前９時 30 分～ 

会 場 上市町保健福祉総合センター  

２階 コミュニティプラザ・１階ピロティ 

主 催 上市町 

主 管 上市町社会福祉協議会 

参加者 障がいを持つ方々、福祉関係団体、 

一般住民、ボランティア 

 

業務内容：利用者宅へ訪問し、介護・家事の 

お手伝いを行う。 
 

勤務時間：午前８時 30 分～17 時 15 分の間の 

４時間以上 
 

応募資格：ホームヘルパー２級課程を終了した者。 

普通自動車免許証有 
 

募集人員：非常勤ヘルパー若干名 
 

申し込み：上市町社会福祉協議会 

(076-473-9300)へご連絡ください。 

上市町善意銀行では福祉施設や在宅福祉サービス

等で利用するタオルを募集しています。 

 ご家庭に眠っているタオル（未使用のもの）がありまし

たら善意銀行窓口（町社会福祉協議会内）までお持ち

ください。あわせて金員のご寄付も 

お待ちしております。 

また、最寄りの商店や銀行、 

病院窓口での善意の箱へ 

のご協力もよろしくお願いします。 

 

６ 


